
甲南大学法科大学院入学試験問題について  

2 0 1 7 年 度 秋 入 学 ・ 2 0 1 8 年 度 春 入 学  

一 般 入 学 試 験 （ A 日 程 ・ 8 月 1 9 日 分 ）  

 

試験科目：憲法  

 

1 .  出 題 趣 旨  

【 第 １ 問 】  

堀 越 事 件 （ 最 判 平 成 2 4 年 1 2 月 7 日 刑 集 1 2 号 13 37 頁 ） を

基 に し た 事 例 問 題 で あ る 。 事 実 は 判 例 と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 現

実 に 無 罪 判 決 が 出 て い る の で 、 判 決 に 沿 っ た 記 述 が で き れ ば

良 い 。  

実 際 の 判 決 を き ち ん と 再 現 す る と か な り 長 い 記 述 と な る こ

と 、 法 令 違 憲 、 適 用 違 憲 の 両 方 を 論 点 と し う る こ と か ら 、 設

問 は 1 つ と し 、 反 論 の 記 述 は 求 め な い こ と に し た 。 憲 法 的 観

点 か ら Ｙ を 無 罪 と す る 記 述 が で き れ ば 良 い の で 、 法 令 自 体 の

合 憲 性 と 法 令 の 解 釈 適 用 の 仕 方 の い ず れ を 論 じ て も 良 い が 、

実 際 の 判 決 に 近 い 答 案（ 法 令 の 解 釈 適 用 ）の 方 が 評 価 は 高 い 。  

 

【 第 ２ 問 】  

統 治 の 分 野 の 基 礎 知 識 を 問 う 問 題 で あ る 。  

 

（ 以 下 、 第 １ 問 に つ い て ）  

2 .  採 点 実 感  

参 照 す べ き 判 例 を 誤 っ て い る も の 、 そ も そ も 判 例 に 沿 っ て

記 述 す る 姿 勢 の な い も の が 散 見 さ れ 、 そ れ ら は 評 価 が 低 く な

っ た 。  

 判 例 の 事 案 と ほ ぼ 同 じ 事 例 問 題 で あ っ た が 、 判 例 の 理 解 の

程 度 や 文 章 力（ 論 理 性 、表 現 力 な ど ）で 相 当 程 度 の 差 が 出 た 。  

 

3 .  学 習 方 法  

法 曹 を 目 指 す 人 は 判 例 学 習 を お ろ そ か に す べ き で は な い 。

判 例 は 、 判 決 等 の 論 理 だ け で な く 、 事 実 の 概 要 を 踏 ま え て 分

析 、 理 解 、 暗 記 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 


